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ＤＭＣ－８Ｋを末永くご愛用いただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しい
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安全にご使用いただくために  
 
 ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 

・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 

・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の

保証はできません。 

・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す

ることがあります。 

・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略、抽

象化して表現している場合もあります。 

・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき

の時は、技術サービスまでご連絡ください。 

・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 

 

 
 使用している表示と絵記号の意味 

 
■警告表示の意味 

警告
 

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを

警告するために使用されます。 

注意
 

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に

害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 
 ■絵記号の意味 
 

 

 
警告、注意事項を示す記号です。 

 
禁止事項を示す記号です。 

 
強制事項（必ず実行しなければならない行為）を示す記号です。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 
禁止 

 
取扱説明書の仕様・定格を確認の上、定格値を超えてのご使用は避けてください。 
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 
 

 
禁止 

 
ＤＭＣ－８Ｋを結露状態または水滴のかかる所で使用しないでください。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 
 
 

 
禁止 

 
接続する時、電気知識を有する専門の人が行ってください。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合がありま

す。 
 

 
分解禁止 

 
改造しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 
 

 
強制 

 
接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、

被覆の破れ等）してください。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないで

ください。   
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
              

 
強制 

 
発煙、異臭などの異常が発生したり、破損したりした場合は直ちに本体の電源スイ

ッチを切ってください。 
発火などの原因となります。 
 

 
アース強制 

 
被試験物にＥＡＲＴＨ（アース）端子がある場合、必ず接地してください。 
感電の原因となる場合があります。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

注意
 

ＤＭＣ－８Ｋまたは被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守ってください。 

 
禁止 

 
落下や、堅いものにぶつけないでください。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 
 

 
禁止 

 
ＤＭＣ－８Ｋの清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないでください。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 
     

 
禁止 

 
電工ドラムから電源をとる場合、コードの長さ（距離）に注意してください。 
製品の性能が保証されません。  
     

 
禁止 

 
発電機は使用できません。歪の少ない商用電源を使用してください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
抜けやすいコンセントに電源コードを差し込んで運用しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
保管は、５０℃以上の高温の所または、－１０℃以下の低温の所及び、多湿な所を

さけてください。また直射日光の当たる所もさけてください。 
故障の原因となります。 
 

 
強制 

 
接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにプラグ握りを持って外して

ください。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合がありま

す。 
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製品の開梱 
 

 
ＤＭＣ－８Ｋ到着時の 

点検 

 
ＤＭＣ－８Ｋがお手元に届きましたら輸送中において異常または破損や

紛失物がないか点検してからご使用ください。 
万一、損傷等の異常がある場合にはお手数ですが弊社最寄りの支店・営業

所またはお買い求めの取次店へご連絡ください。 
 

 
製品の開梱 

 
次の手順で開梱してください。 
手 順 作 業 
１ 梱包箱内の書類等を取り出してください。 
２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全

て含まれているかどうか確認してください。  

 
 

免責事項について 
 
 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器

です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被

測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6 章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機

器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万

一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害については責

任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客

様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を

負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない

条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1.1 概 要 
 

「デジタルマルチ標準校正装置ＤＭＣ－８Ｋ」（以下ＤＭＣ－８Ｋという）は、測定器・試験器に限ら

ず各種指示計器の校正試験を行う為に本格的なデジタルカウンタや標準時間信号発生機能を内蔵してい

ます。更に常時監視装置の電流検出用基準抵抗の校正が行える特殊な機能も付加されています。形状はア

ルミトランクケースに格納されているので安全に現場移動も行え、保管も容易となりました。 
ＤＭＣ－８Ｋは試験器からの出力電圧／出力電流／位相などの校正用測定器ですが、外部より基準の電

圧／電流／位相などを入力し、その値を高精度に測定表示しそのまま出力しますので測定器（電圧計／電

流計／位相計など）の校正も可能です。 
 
 

1.2 特 長 
 

●多くの校正機能 
主な校正要素は交流電圧／電流、時間計（カウンタ）、時間信号発生、位相、周波数、力率、抵抗器

などの校正が容易にできます。 
外部より校正電圧／電流／位相／周波数を入力することにより交流電圧／電流計、位相計、周波数計、

力率計、抵抗計、クランプ電流計などの高精度な校正が容易にできます。 

●被校正器の出力容量制限を受けない計測機能 
電流計は低インピーダンス（高精度ＺＣＴ検出）、電圧計は高インピーダンスで被校正器の出力容量

による制限を受けずに計測できます。 
●余裕のレンジ設計 

各レンジに１０％の余裕をもたせて、校正点と切換レンジ値が重ならない設計となっています。 
●常時監視装置の電流検出用基準抵抗測定機能付 

電流検出用基準抵抗測定機能（接続時の接触抵抗を除去して容量オーバーを保護する為に定電圧・定

電流方式）を装備しました。 
●カウンタ入力は４入力モード 

被校正器の入出力に合わせて、交流電圧／交流電流／直流電圧／接点（ａ／ｂオート）から選択でき

ます。 
●標準時間計は設定が容易なロータリーエンコーダ 

標準時間の設定はロータリーエンコーダを使用して時間設定が容易で円滑にできます。（桁移動スイ

ッチも併用） 
●被校正器に合わせたＬＣＤ表示 

被校正器に合わせて試験項目を選択すると、多くの校正機能から必要な校正機能を選択してＬＣＤ表

示します。 
●安全設計 

各入力に対して保護ヒューズ（パネル面）と自己復帰形リセッタブルヒューズ（パネル面、内部）を

採用し接続ミスなどによるＤＭＣ－８Ｋの破損・燃損を防止します。 
パネル面のリセッタブルヒューズは２箇所で電圧の入出力（ＥＡＲＴＨ／ＬＩＮＥ）を保護します。 
内部のリセッタブルヒューズは標準時間発生や時間計（カウンタ）の入出力を保護します。 

●最大１０００Ａ電流校正可能（別売電流クランプセンサ要） 
別売りの電流クランプセンサを接続することで最大１０００Ａ迄の電流校正が可能です。 
（１０００Ａクランプセンサ注文時は本体を一時預かり調整が必要となります。） 
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1.3 付属品 
 
1.3.1 付属コード 
 

付属コード名 長 さ 数 量 

電源コード ３ｍ １本 

接続コード横掛チップ大（赤、黒） １ｍ 各１本 計２本 

接続コード横掛チップ中（各色） １ｍ １０本 

接地コード（緑） ５ｍ １本 

 
電源コード 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

接続コード 
 横掛チップ大 
  赤・・・・・１本 
  黒・・・・・１本 
 横掛チップ中 
  シングル・・８本 
  ダブル・・・２本 

 
 
 
 
 
 
 
 

接地コード（緑） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
1.3.2 その他                                         
 

付属品名 数 量 
コード収納ケース １個 
横掛チップ大 ５個 
横掛チップ中 １４個 
電流出力端子ショートバー(本体装着済) １本 
本体ビニールカバー １個 
保護ヒューズ（ＴＦ１～ＴＦ４）０.１Ａ ミゼットヒューズ ４本 
保護ヒューズ（ＡＦ１）     １０Ａ ミゼットヒューズ １本 
保護ヒューズ（ＰＦ１）      ２Ａ ミゼットヒューズ １本 
取扱説明書（合格証付き） １部 
保証書 １部 
アンケート葉書 １枚 

 

Ｙ型圧着端子 緑
黒ｸﾘｯﾌﾟ

5m

3m

横掛ﾁｯﾌﾟ 各色
ｸﾘｯﾌﾟ

1m
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1.4 各部の名称及び機能 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０

１１

１２

１３

１５１９２０

２１

２２

２４

２５

２３

２６

１４１６１７１８

２７

 
 

① 標準時間トリップ端子 標準時間発生用のトリップ信号出力端子 

② 電圧出力端子 電圧入力端子からの電圧をそのまま出力する端子 

③ 電圧入力端子 測定用交流電圧入力の端子 

④ 電流出力端子 電流入力端子からの電流をそのまま出力する端子 

⑤ 電流出力端子ショートバー 電流出力端子の短絡用 

電流出力端子を未使用時は必ずショートバーを挿入のこと 

⑥ 電流入力端子 測定用交流電流入力の端子 

⑦ １０００Ａクランプ入力端子 別売オプションの１０００Ａクランプセンサ接続コネクタ 

⑧ 電源コネクタ ＤＭＣ－８Ｋの電源コネクタ（電源コードを接続） 

⑨ 接地端子 ＤＭＣ－８Ｋの接地端子（接地コードを接続） 

⑩ 抵抗入力端子 測定用抵抗入力の端子 

⑪ 抵抗測定レンジスイッチ 抵抗測定レンジの切換スイッチ 

⑫ 電源スイッチ ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチ 

⑬ ホールドスイッチ ＬＣＤ表示画面のホールド用スイッチ 

⑭ 表示切換スイッチ ＬＣＤ表示画面の切換スイッチ 

⑮ 試験項目スイッチ 校正試験項目の切換スイッチ 

⑯ ＬＣＤ表示器 測定値表示用の画面 

⑰ コントラストツマミ ＬＣＤ表示器のコントラストを調整するツマミ 

⑱ 電流レンジスイッチ 測定用交流電流レンジの切換スイッチ 

⑲ 入力モードスイッチ 入力モードの切換スイッチ 

⑳ 時間計測定種別スイッチ 時間計（カウンタ）用の測定種別切換スイッチ 

21 時間計スタート入力端子 時間計（カウンタ）用のスタート信号入力端子 

22 時間計ストップ入力端子 時間計（カウンタ）用のストップ信号入力端子 

23 時間計リセットスイッチ 時間計（カウンタ）用の測定表示値リセットスイッチ 

24 標準時間スタート入力端子 標準時間発生用のスタート信号入力端子 

25 標準時間ｾｯﾄ/ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ 標準時間発生用のセット／リセットスイッチ 

26 標準時間設定スイッチ 標準時間発生用の標準時間設定用スイッチ 

27 標準時間出力モードスイッチ 標準時間発生用の出力モード切換スイッチ 

ＰＬ ＬＥＤ表示灯 各動作状態を表示 

Ｆ ヒューズ 各入力用の保護ヒューズ（ＶＦ１、ＶＦ２はリセッタブルヒューズ） 
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1.4.1 外観図 
 
 外形寸法：約３２５（Ｗ）×４５０（Ｄ）×１９５（Ｈ）ｍｍ 
 質 量 ：約８ｋｇ 
 材 質 ：アルミトランクケース 
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1.5 製品仕様 
 
1.5.1 一般仕様 
 

使用環境 使用電源 ：AC 100V ±10V  50/60Hz  
使用温湿度：２３℃±５℃ ７５％ＲＨ以下、結露なきこと 

保存環境 保存温湿度：０～４０°  ８０％ＲＨ以下、結露なきこと 

耐電圧 電源入力－ｹ-ｽ間 AC1500V １分間 CUT OFF 電流 10mA 

絶縁抵抗 電源入力－ｹｰｽ間 DC500V 100MΩ以上 

外形寸法 約 325(W)×450(D)×195(H) mm   但し突起物を除く 

質 量 約 8kg  付属品は除く 

 

1.5.2 基本仕様 
 
電 源   

電源入力 AC 100V±10V  

入力周波数 50/60Hz  

消費電力 35VA  

ＬＣＤ表示器   

表示素子 LCD  

文字高さ 10 mm  

表 示 2 行 16 文字  

交流電圧測定表示   

計測方式 真の実効値表示方式 電子式（直流分カット方式） 

表示確度 ±0.25％rdg±10dgt 周波数は 40.00～70.00Hz 以内 

電圧レンジ AC 30/300/600/1200V オートレンジ 

分解能 AC 0.01/0.1/0.1/1V  レンジ毎 

サンプルレート 2.5 回／秒  

有効表示範囲 レンジの 10%以上～110%未満  

入力インピーダンス 15ｋΩ/250ｋΩ/500ｋΩ/1ＭΩ 1～2mA 検出 

交流電流測定表示   

計測方式 真の実効値表示方式 電子式（直流分カット方式） 

表示確度 ±0.25%rdg±10dgt 周波数は 40.00～70.00Hz 以内 

電流レンジ 
 

AC 30mA 
AC 0.3/3/6/30/60/100A/1000A ｸﾗﾝﾌﾟ 

電流レンジスイッチ 
 

分解能 
 

AC 0.01mA 
AC 0.0001/0.001/0.001/0.01/0.01/0.1/1A 

レンジ毎 
 

サンプルレート 2.5 回／秒  

有効表示範囲 レンジの 10%以上～110％未満  

入力インピーダンス 約 0Ω ZCT（高精度貫通型 CT 使用） 

１０００Ａクランプ 
 表示確度 
 分解能 
  有効表示範囲   

最大口径 80Φ分割型 CT 
±5%rdg±10dgt 
AC 1A 
AC 10～1000A 

別売オプション 
（本体一時預かりで調整要） 

周波数測定表示   
計測方式 電圧／電流波形分析により演算表示 電圧／電流は有効表示範囲のこと
表示確度 ±0.02Hz rdg±2dgt  
レンジ 70.00Hz  
分解能 0.01Hz  
サンプルレート 2.5 回／秒  
有効表示範囲 
 

40.00Hz～70.00Hz 
 

有効表示範囲外で 
アンダー／オーバー表示 
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位相角・力率測定表示   
計測方式 
 

位相角は電圧／電流波形分析により演算 
表示 
力率は位相角より演算表示 

電圧／電流は有効表示範囲のこと

表示確度 
 

位相角は±0.4°rdg±1dgt 
力率は位相角より演算表示 

周波数は 40.00～70.00Hz 以内 
位相角の表示確度に依存 

レンジ 
 

位相角は+360.0°/±180.0° 
力率は±1.00 

画面切換 
 

分解能 
 

位相角は 0.1° 
力率は 0.01 

 
 

サンプルレート 2.5 回／秒  
有効表示範囲 
 

位相角は+360.0°画面で 0.0°～+365.0° 
±180.0°画面で 0.0°～±190.0° 
力率は 0.00～1.00 

有効表示を超えると±自動反転 
進みは＋、遅れは－符号 

１０００Ａクランプ 位相角表示確度が±3.0°rdg±5dgt 別売オプション 

時間計(カウンタ)測定表示   

計測方式 電圧／電流波形分析により検出  

表示確度 999.9ms レンジは  

  ±1.0%rdg±5dgt 接点／直流電圧入力のとき 

 ±1.0%rdg±5dgt±⊿t（⊿t＝4ms） 交流電圧／電流印加入力のとき 

 サイクルカウンタは  

  ±0.001%rdg±2Hz 交流電圧／電流印加入力のとき 

レンジ 999.9ms/9.999/99.99/999.9s オートレンジ 

 99999Hz 表示切換 

分解能 0.1ms/0.001/0.01/0.1s レンジ毎 

 1Hz  

サンプルレート 2.5 回／秒  

有効表示範囲 7.0ms～999.9s オートレンジ 

 0Hz～99999Hz  

測定種別   

 INTERVAL スタート／ストップ間の時間（カウンタ）  

 ONESHOT スタート信号の状態変化の時間（カウンタ） １回測定 

 TRAIN スタート信号の状態変化の時間（カウンタ） 積算測定 

スタート/ストップ入力信号   

 電圧入力 交流電圧印加（状態変化）検出 AC80V 以上で有電圧検出 

 電流入力 交流電流通電（状態変化）検出 AC50mA 以上で通電検出 

 DC.V 入力 直流電圧印加／喪失（状態変化）検出 有電圧範囲は DC5～250V 

 接点入力 ａ／ｂ接点の状態変化検出 接点間抵抗約1.5kΩ以下でｂ検出

抵抗測定表示   

計測方式 直流電圧印加計測  

表示確度 2/20kΩレンジは±1.0%rdg±2dgt  

 200ｋΩ/2MΩレンジは±5.0%rdg±5dgt  

レンジ 2/20/200kΩ/2MΩ 抵抗測定レンジスイッチ 

分解能 0.001/0.01/0.1/1kΩ レンジ毎 

サンプルレート 2.5 回／秒  

有効表示範囲 1kΩ～3MΩ  

 測定出力電圧 DC24Vmax 通常約 DC10V 
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標準時間発生機能   

計測方式 電子クロックカウンタ計測  

表示確度 999.9ms レンジは  

  ±1.0%rdg±5dgt 接点／直流電圧入力のとき 

 ±1.0%rdg±5dgt±⊿t（⊿t＝4ms） 交流電圧／電流印加入力のとき 

 サイクルカウンタは  

  ±0.001%rdg±2Hz  

レンジ 999.9/9999ms/99.99ｓ オートレンジ 

分解能 0.1/1ms/0.01s レンジ毎 

サンプルレート 2.5 回／秒  

有効表示範囲 7.0ms～99.99s オートレンジ 

スタート入力信号   

 電圧入力 交流電圧印加（状態変化）検出 AC80V 以上で有電圧検出 

 電流入力 交流電流通電（状態変化）検出 AC50mA 以上で通電検出 

 DC.V 入力 直流電圧印加／喪失（状態変化）検出 有電圧範囲は DC5～250V 

 接点入力 ａ／ｂ接点の状態変化検出 接点間抵抗約1.5kΩ以下でｂ検出

ストップ出力信号   

 DC24V ON スタート時は DC0V ストップ時に DC24V 出力 出力電圧は DC15～24V 

 DC24V OFF スタート時は DC24V ストップ時に DC0V 出力 出力電圧は DC15～24V 

 a 接点 スタート時は開、ストップ時に a接点（閉）  

 b 接点 スタート時は閉、ストップ時に b接点（開）  

 
1.5.3 別売オプション 
 
  １０００Ａクランプ 
 
 

１０００Ａクランプ 
 電流表示確度 
 位相角確度 
 分解能 
  有効表示範囲   

最大口径 80Φ分割型 CT 
±5%rdg±10dgt 
±3.0°rdg±5dgt 
AC 1A 
AC 10～1000A 

別売オプション 
（本体一時預かりで調整要） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＯＴＥ： 

１０００Ａクランプをご注文の際は、本体を一時お預かりして 

１０００Ａクランプでの調整を行う必要があります。 

 
 

Ｋ

約４ｍ

軟質シールドケーブル

8
0
m
m
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■確度（広義にて誤差率／誤差／許容差も同じ意味で使用されています） 

1. 誤差と確度 

１）測定に際し誤差は絶対に避けられません。 

２）測定値をＭ、真値をＴとすると誤差（Σ）はΣ＝Ｍ－Ｔの式で定議されます。 

３）誤差の小さい測定器ほど確度の高い測定であるといい、一般に測定器の確度は誤差率の 

（Ｍ－Ｔ）／Ｔ×１００％で表されます。 

■確度の表し方 

1. Ｆ.Ｓ.（フルスケール）： 

級と同じで目盛値の最大値（切換レンジがある場合はそのレンジ値）がフルスケールです。 

％Ｆ.Ｓ.はフルスケールに対する誤差率で表わします 

2. ｒｄｇ（リーディング）： 

デジタル表示で読み取れる値です。％ｒｄｇはデジタル表示値に対する誤差率で表わします。 

3. ｄｇｔ（デジット）： 

デジタル表示値の最小桁の誤差です。ｄｇｔ数だけ最小桁に±の誤差があることを意味します。 

■サンプル 

1. １.０％ ｏｆ Ｆ.Ｓ.で１００.０Ｖレンジの場合は１００.０Ｖ±１Ｖや１０.０Ｖ±１Ｖ

となり、そのレンジでの全ての指示値にフルスケールの１％（±１Ｖ）の誤差があります。（同

一レンジ内では各指示値の誤差は同じです） 

2. １.０％ ｒｄｇ ±１ｄｇｔで１００.０Ｖレンジの場合は、１００.０Ｖ±１Ｖ±０.１Ｖ

や１０.０Ｖ±０.１Ｖ±０.１Ｖとなり、表示値に対して１％±０.１Ｖ（１ｄｇｔ）の誤差が

あります。（同一レンジ内でも表示値により誤差は変わります） 
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2.1 基本機能 
 

電源コネクタ  
 

 

 
 

電源コネクタ 
 付属の電源コードを接続してＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ（５０／ 
６０Ｈｚ）に接続します。 

接地端子 
 付属の接地コードを接続して大地の接地に接続します。 
ＰＦ１（２Ａ）電源用保護ヒューズ 

電源スイッチ  
 

 
 

電源スイッチ 
 ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチでＯＮ時にスイッチ中央部が点灯

します。 

試験項目スイッチ  
 

 
 

試験項目スイッチ 
 目的の校正試験に合わせて【電圧・電流・周波数】／【電圧・

電流・位相・力率】／【標準時間発生】／【時間計】／【抵抗

測定】に切換えます。 
 試験項目スイッチに合わせてＬＣＤ画面表示が切換ります。 

ＬＣＤ表示器  
 

 

ＬＣＤ表示器 
 試験項目スイッチに合わせて必要項目を表示します。 
 試験項目に複数画面がある場合は表示切換スイッチで画面 
 を切換えます。（画面右上に画面番号表示） 
 
 

表示切換スイッチ  
 

 

表示切換スイッチ 
 ＬＣＤ表示器の表示画面を切換えます。 
 【電圧・電流・周波数画面】・・・・・３画面 
 【電圧・電流・位相・力率画面】・・・４画面 
 【標準時間発生画面】・・・・・・・・２画面 
 【時間計画面】・・・・・・・・・・・３画面 
 【抵抗測定画面】・・・・・・・・・・１画面 

ホールドスイッチ ホールドスイッチ 
 

 

 ＬＣＤ画面表示の測定値をホールド表示する時に押します。 
 ホールド表示中はホールドスイッチが点灯します。 
 ホールド表示の解除は再度、押します。（消灯） 
 試験項目スイッチが【標準時間発生】、【時間計】のときは、 
  ホールドスイッチが無効となります。 
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電流入力部  

 

 
 

電流入力端子 
 測定する電流を接続します。 
（付属の接続コード横掛チップ大が使用できます） 
 測定範囲により接続端子を下記の通りとします。 
 ＡＣ３ｍＡ～６ＡはＥＡＲＴＨ～ＬＩＮＥ１間へ接続 
 ＡＣ６～１００ＡはＥＡＲＴＨ～ＬＩＮＥ２間へ接続 
ＡＦ１（１０Ａ）電流入力端子保護ヒューズ 

１０００Ａクランプ入力部  
 

 

１０００Ａクランプ入力端子 

 別売オプションの１０００Ａクランプを接続します。 

１０００Ａクランプ 

 最大口径８０Φの分割型ＣＴです。 

 注文時は一時本体を預かり調整が必要です。 

 測定範囲がＡＣ１０～１０００Ａとなります。 

 電流表示確度は±5％rdg±10dgt となります。 

 位相角表示確度は±3°rdg±5dgt となります。 

電流レンジスイッチ  
 

 
 

電流レンジスイッチ 

 電流入力端子へ入力された測定電流に合わせて３０ｍＡ

／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａに切換えます。

１０００Ａクランプレンジは別売オプションの１０００

Ａクランプ使用時に切換えます。 

  

ＮＯＴＥ： 

・ ０．３Ａレンジの画面表示は３００．０ｍＡ表

示となります。（０．３Ａ＝３００．０ｍＡ） 
 

電流出力部  
 

 

電流出力端子 
 電流入力部の電流をそのまま出力します。 
 （付属の接続コード横掛チップ大が使用できます） 
 測定器（電流計）の校正時に使用します。 
電流出力端子ショートバー（本体装着済） 
 通常は電流出力端子を短絡状態で使用します。 
 電流出力端子と被校正器（電流計）を接続して校正する

場合のみ外します。 
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電圧入力部  
 

 

     
 

電圧入力端子 
 測定する電圧を接続します。 
 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
 測定範囲はＡＣ３～１２００Ｖです。 
ＶＦ１（０.３Ａ）電圧入力端子保護ヒューズ 
ＥＡＲＴＨ側保護用のリセッタブルヒューズで 
動作時は中央部が突出します。 

ＶＦ２（０.３Ａ）電圧入力端子保護ヒューズ 
ＬＩＮＥ側保護用のリセッタブルヒューズで 
動作時は中央部が突出します。 

ＶＦ１／２の復帰は動作の原因を取除いて１～２分後

に中央部を押込むと復帰して繰返し使用できます。 
電圧出力部  

 

 

 

電圧出力端子 
 電圧入力部の電圧をそのまま出力します。 
 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
 測定器（電圧計）の校正時に使用します。 

 
時間計部（ストップ入力部）  
 

 

時間計入力モードスイッチ（ストップ） 

 接点（接点信号ａ／ｂの状態変化検出でストップ）

 ＤＣ．Ｖ（DC5～250V の有電圧検出でストップ） 

 電圧（AC80V 以上の有電圧検出でストップ） 

 電流（AC50ｍA 以上の通電検出でストップ） 

時間計リセットスイッチ 

 １度押すとＳＴＡＮＤＢＹ表示（計測待機状態） 

時間計ストップ入力端子 

 時間計入力モードスイッチ（ストップ）が接点／

ＤＣ．Ｖの時にストップ信号を接続します。 

 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
 電圧／電流ストップは電圧／電流入力へ接続 
ＴＦ３（０．１Ａ）ストップ入力端子保護ヒューズ 

時間計部（スタート入力部）  
 

 
 

時間計入力モードスイッチ（スタート） 

 接点（接点信号ａ／ｂの状態変化検出でスタート）

 ＤＣ．Ｖ（DC5～250V の有電圧検出でスタート） 

 電圧（AC80V 以上の有電圧検出でスタート） 

 電流（AC50ｍA 以上の通電検出でスタート） 

時間計測定種別スイッチ 

 INTERVAL（ｽﾀｰﾄ信号からｽﾄｯﾌﾟ信号までの時間計測） 

 ONESHOT （ｽﾀｰﾄ信号の状態変化時間を計測）１回測定

 TRAIN   （ｽﾀｰﾄ信号の状態変化時間を計測）積算測定

時間計スタート入力端子 

 時間計入力モードスイッチ（スタート）が接点／

ＤＣ．Ｖの時にスタート信号を接続します。 

 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
 電圧／電流スタートは電圧／電流入力端子へ接続 

ＴＦ４（０．１Ａ）スタート入力端子保護ヒューズ 

 

 

VF1-EARTH(E) ！ 
 

接地されている電圧を校正

する時は、電圧の接地側を

EARTH(E)に接続して下さい 
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標準時間トリップ部  
 

 
 

標準時間トリップ端子 
 標準時間発生部の設定時間終了信号（トリップ信号） 
 を出力します。出力は標準時間出力モードスイッチ

で選択します。 
 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
ＰＬ１ 
 接点出力時のみＰＬ１が点灯します。 

 ＤＣ２４Ｖ出力時はＰＬ１が消灯します。 

ＴＦ１（０.１Ａ）標準時間トリップ端子保護ヒューズ 

標準時間発生部（ストップ部）  
 

 
 

標準時間設定スイッチ 

 標準時間を設定します。 

 変更したい桁にリバース表示が合うまで標準時間設

定スイッチを押してから回します。（数字が増減） 

標準時間出力モードスイッチ（ストップ） 

 設定時間終了時に標準時間トリップ端子から出力す

る信号を選択します。 

 ＤＣ２４ＶＯＮ （設定時間終了時に DC24V-ON） 

 ＤＣ２４ＶＯＦＦ（設定時間終了時に DC24V-OFF） 

 ａ／ｂ接点（設定時間終了時に a/b 接点が変化） 

標準時間発生部（スタート部）  
 

 

標準時間入力モードスイッチ（スタート） 

 接点（接点信号ａ／ｂの状態変化を検出） 

 ＤＣ．Ｖ（DC5～250V で有電圧検出） 

 電圧（AC80V 以上で有電圧検出） 

 電流（AC50ｍA 以上で通電検出） 

標準時間セット／リセットスイッチ 

 １度押すと STANDBY 表示（計測待機状態） 

 再度押すと SET UP 表示（設定状態）に戻ります 

ＴＦ２（０．１Ａ）スタート入力端子保護ヒューズ 

標準時間スタート入力端子 

標準時間入力モードスイッチ（スタート）が接点／

ＤＣ．Ｖの時にスタート信号を接続します。 

 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます）

 電圧／電流スタートは電圧／電流入力端子へ接続 

抵抗測定部  
 

 
 

抵抗入力端子 
 被校正抵抗（１ｋΩ～３ＭΩ）を接続します。 
 （付属の接続コード横掛チップ中が使用できます） 
抵抗測定レンジスイッチ 
 被校正抵抗に合わせて抵抗測定レンジ２／２０／２

００ｋΩ／２ＭΩを切換えます。 
 

ＮＯＴＥ： 

・ ２ＭΩレンジの画面表示は２０００ｋΩ表

示となります。（２ＭΩ＝２０００ｋΩ）  

 

！ ＭＡＸ. ０.１Ａ
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第３章 
 

 

校正試験手順 
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3.1 校正試験の手順 
 

3.1.1 試験準備 
 

警告
 

・ ＤＭＣ－８Ｋへの接続はＤＭＣ－８Ｋの電源ＯＦＦ状態で行ってください。 

・ ＤＭＣ－８Ｋの入出力端子は安全の為に絶縁カバーで覆われています。絶対に端子金具部へは触

れないでください。特に横掛チップを使用する場合は端子金属部が露出することになりますので

十分に注意してください。間違って触れた場合は、感電することがあり危険です。 

・ 感電事故を防止するため、必ず保護用手袋を着用して作業を行ってください。 

・ 被校正器の未接続クリップ等の取扱いにも十分に注意してください。 

 
注意

 
・ ＤＭＣ－８Ｋを接地しない場合、外来ノイズなどの影響による誤動作で正確な試験ができないこ

とがあります。接地コードで必ず接地してください。 

・ 電圧計／電流計の校正は外部電源をＤＭＣ－８Ｋへ入力し、そのまま出力端子から電圧／電流計

へ接続して校正しますので、別途外部電源（調整器付）が必要です。 

 
■電圧・電流・位相・力率の校正 

 

入力端子   出力端子  

 校 正 項 目 

 

試験項目ｽｲｯﾁ 電圧入力 電流入力 電圧出力 電流出力

①出力電圧計の校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ――― ――― ―――

②出力電圧周波数の校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ――― ――― ―――

③出力電流計の校正 【電圧・電流・周波数】 ――― ○ ――― ―――

④出力電流計の周波数校正 【電圧・電流・周波数】 ――― ○ ――― ―――

⑤出力電圧／電流計の校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ○ ――― ―――

⑥出力電圧／電流計の周波数校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ○ ――― ―――

⑦電圧計の校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ――― ○ ―――

⑧周波数計（電圧入力）の校正 【電圧・電流・周波数】 ○ ――― ○ ―――

⑨電流計の校正 【電圧・電流・周波数】 ――― ○ ――― ○ 

⑩周波数計（電流入力）の校正 【電圧・電流・周波数】 ――― ○ ――― ○ 

⑪出力位相計の校正 【電圧・電流・位相・力率】 ○ ○ ――― ―――

⑫出力力率計の校正 【電圧・電流・位相・力率】 ○ ○ ――― ―――

⑬位相計の校正 【電圧・電流・位相・力率】 ○ ○ ○ ○ 

⑭力率計の校正 【電圧・電流・位相・力率】 ○ ○ ○ ○ 

 

① 被校正器の出力電圧計を校正します。 

② 被校正器の出力電圧周波数を校正します。 

③ 被校正器の出力電流計を校正します。 

④ 被校正器の出力電流周波数を校正します。 

⑤ 被校正器の出力電圧計と出力電流計を同時に校正します。 

⑥ 被校正器の出力電圧周波数と出力電流周波数を同時に校正します。 

⑦ 電圧計（入力された電圧を測定する測定器）を校正します。 

⑧ 周波数計（入力された電圧の周波数を測定する測定器）を校正します。 

⑨ 電流計（入力された電流を測定する測定器）を校正します。 

⑩ 周波数計（入力された電流の周波数を測定する測定器）を校正します。 

⑪ 被校正器の位相計を校正します。（被校正器から電圧出力および電流出力有り） 

⑫ 被校正器の力率計を校正します。（被校正器から電圧出力および電流出力有り） 

⑬ 位相計（入力された電圧および電流の位相を測定する測定器）を校正します。 

⑭ 力率計（入力された電圧および電流の力率を測定する測定器）を校正します。 
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■動作時間を測定する場合 

スタート信号入力からストップ信号入力までの動作時間を計測します。 

 

入力端子 

時間計／カウンタ 

 

校正項目 

 

試験項目ｽｲｯﾁ 

 

信号の入力  

電圧入力

 

電流入力 スタート入力／ＳＴ ストップ入力／ＳＰ 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

① 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ○ ――― ――― 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

② 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― 接点 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

③ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

④ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ○ ――― ――― ――― 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

⑤ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― 接点 

スタート信号 ――― ○ ―――   

⑥ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ 

スタート信号 ――― ――― 接点 ―――  

⑦ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ○ ――― ――― 

スタート信号 ――― ――― 接点 ―――  

⑧ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ○ ――― ――― ――― 

スタート信号 ――― ――― 接点 ―――  

⑨ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― 接点 

スタート信号 ――― ――― 接点 ―――  

⑩ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ 

スタート信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ  

⑪ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ○ ――― ――― 

スタート信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ  

⑫ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ○ ――― ――― ――― 

スタート信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ  

⑬ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― 接点 ――― 

スタート信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ  

⑭ 動作時間 

 

【時間計】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ．Ｖ 

 

① 電圧入力スタートから電流入力ストップまでの動作時間を計測します。 

② 電圧入力スタートから接点入力ストップまでの動作時間を計測します。 

③ 電圧入力スタートからＤＣ．Ｖ入力ストップまでの動作時間を計測します。 

④ 電流入力スタートから電圧入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑤ 電流入力スタートから接点入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑥ 電流入力スタートからＤＣ．Ｖ入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑦ 接点入力スタートから電流入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑧ 接点入力スタートから電圧入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑨ 接点入力スタートから接点入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑩ 接点入力スタートからＤＣ．Ｖストップ入力までの動作時間を計測します。 

⑪ ＤＣ．Ｖ入力スタートから電流入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑫ ＤＣ．Ｖ入力スタートから電圧入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑬ ＤＣ．Ｖ入力スタートから接点入力ストップまでの動作時間を計測します。 

⑭ ＤＣ．Ｖ入力スタートからＤＣ．Ｖ入力ストップまでの動作時間を計測します。 

 

 
 
 
 



4603-000ST004 

21 

 

■カウンタを校正する場合 

 スタート信号入力から設定時間経過後、ストップ信号をトリップ端子から出力します。 

 

入出力端子 

標準時間発生 

 

校正項目 

 

 

試験項目ｽｲｯﾁ 

 

 

 

 

電圧入力

 

電流入力 スタート入力／ＳＴ トリップ 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

①カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ２４Ｖ ＯＮ 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

②カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ２４Ｖ ＯＦＦ 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

③カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ａ接点 

スタート信号 ○ ――― ――― ―――  

④カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ―――    ｂ接点 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

⑤カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ２４Ｖ ＯＮ 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

⑥カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ＤＣ２４Ｖ ＯＦＦ 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

⑦カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ――― ａ接点 

スタート信号 ――― ○ ――― ―――  

⑧カウンタ校正 

 
【標準時間発生】 ストップ信号 ――― ――― ―――    ｂ接点 

 

① 電圧入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からＤＣ２４ＶをＯＮします。 

② 電圧入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からＤＣ２４ＶをＯＦＦします。 

③ 電圧入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からａ接点を出力します。 

④ 電圧入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からｂ接点を出力します。 

⑤ 電流入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からＤＣ２４ＶをＯＮします。 

⑥ 電流入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からＤＣ２４ＶをＯＦＦします。 

⑦ 電流入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からａ接点を出力します。 

⑧ 電流入力スタートから設定時間経過後にトリップ端子からｂ接点を出力します。 

 

 

■抵抗値を測定する場合 

 ＤＣ２４Ｖを出力して外部抵抗値を測定します。 

 

入力端子   

校正項目 

 

試験項目ｽｲｯﾁ 抵抗入力  

① 抵抗値測定 【抵抗測定】 ○  

 

 

① 抵抗入力端子間の抵抗値を測定します。 
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3.1.2 出力電圧計の校正試験 
 

ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記の出力電圧計（被校正器）の校正が可能です。 

被校正器出力電圧計     交流電圧ＡＣ３～１２００Ｖ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は  ±０.２５％ｒｄｇ±１０ｄｇｔです。 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：IP-R2000） 

２ 

接続 

被校正器の出力コードをＤＭＣ－８Ｋの入力部（電圧）へ接続します。 

図１出力電圧計の校正 次頁参照（例：電圧コードＤＧＲ） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ 

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【電圧・電流・周波数】に設定します。 

４ 

被校正器 

の設定 

主電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 電源部のＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ切換スイッチ：ＤＧＲ 

② 計器部の試験項目切換スイッチ：ＤＧＲ 

③ 計器部の電流出力切換スイッチ：ＴＥＳＴ 

５ 

校正試験 

被校正器から校正試験電圧を出力します。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 計器部の電圧計レンジを校正点に適したレンジに合わせます。 

② ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで校正点に適した【電圧表示画面】に

合わせます。（３画面） 

③ 電源部のＳＴＡＲＴスイッチを押します。 

④ 電源部のＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ電圧調整器でＤＭＣ－８Ｋの交流電圧

測定表示（ＬＣＤ表示器）を校正点に合わせます。 

計器部の出力電圧計を読取り、指示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。 

ＮＯＴＥ： 

ＤＭＣ－８Ｋの交流電圧測定表示は同時に周波数測定表示も行います。

出力電圧計の校正と同時に出力周波数も校正できます。 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 電源部のＳＴＯＰスイッチを押します。 

② 電源部のＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ電圧調整器を０位置に戻します。 

③ 電源部の主電源スイッチをＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 
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■試験準備  

ＤＭＣ－８Ｋ                被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 
 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＩＰ－Ｒ２０００電源部 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電圧電流調整器 ０位置 

⑮試験項目スイッチ 【電圧・電流・周波数】 主電源スイッチ ＯＦＦ 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 補助電源スイッチ ＯＦＦ 

⑲入力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ（３ヶ所） 電圧 ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ切換スイッチ ＤＧＲ 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ電圧調整器 ０位置 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 ＯＣＲ出力電流切換スイッチ ２０Ω 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ ＧＣＲ／ＤＧＲ.Ａ出力電流切換スイッチ ０.５Ａ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ   

 ＩＰ－Ｒ２０００計器部 位 置 

  【電圧・電流・周波数画面】 試験項目切換スイッチ ＤＧＲ 

電圧位相反転スイッチ ＮＯＲＭ(通常)

Ｒ相／Ｔ相切換スイッチ Ｒ相 

 

 

 

1/3 

 ０.００V    ０．０A 

ж ―――――Hz  ―――――Hz

 

 

 電流出力切換スイッチ ＴＥＳＴ 

        【電圧・周波数画面】 接点構造切換スイッチ ＯＦＦ 

電圧計レンジ切換スイッチ １５０Ｖ 

電源電圧／出力電圧切換スイッチ ＯＵＴＰＵＴ 

 

 

 

2/3

   ０.００V  ―――――Hz

ж 

 

 

 電流計レンジ切換スイッチ ５０Ａ 

       【電流・周波数画面】   

 
 
 

3/3

    ０.０A  ―――――HZ 

ж   mA･A RANGE:ＤＯＷＮ 

 
 
 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＬＩＮＥ 白コード  

③電圧入力端子 ＥＡＲＴＨ 黒コード 

 

電圧コードＤＧＲ 

 
 

 

ＩＰ－Ｒ

ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ マルチリレーテスタ ＭＥＴＥＲ ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＵＮＩＴ 計器操作部

ＰＯＷＥＲ ＲＥＳＩＳＴＡＮＣＥ ＵＮＩＴ

電源抵抗部

ＩＰ－Ｒ形 マルチリレーテスタ ＴＹＰＥＩＰ－Ｒ ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ

ＤＭＣ－８Ｋ ＩＰ－Ｒ2000

接地コード 接地コード

ＡＣ１００Ｖ

電圧コードＤＧＲ

黒コード 白コード

ＡＣ１００Ｖ

電圧入力部

 
図１ 出力電圧計の校正（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 
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3.1.3 出力電流計の校正試験  

 
ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記の出力電流計（被校正器）の校正が可能です。 

被校正器出力電流計    交流電流ＡＣ３ｍＡ～１００Ａ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は ±０.２５％ｒｄｇ±１０ｄｇｔです。 

・ 別売オプション１０００Ａクランプを使用すると出力電流計ＡＣ１０Ａ～１０００Ａ（表示確

度±５％±１０ｄｇｔ）まで校正可能です。 

・ ０．３Ａレンジの画面表示は３００．０ｍＡ表示となります。（０．３Ａ＝３００．０ｍＡ） 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：IP-R2000） 

２ 

接続 

被校正器の出力コードをＤＭＣ－８Ｋの入力部（電流）へ接続します。 

校正電流値がＡＣ３ｍＡ～６Ａ迄はＬＩＮＥ１～ＥＡＲＨＴ間へ接続します。 

校正電流値がＡＣ６Ａ～１００Ａ迄はＬＩＮＥ２～ＥＡＲＴＨ間へ接続します。 

図２出力電流計の校正 次頁参照（例：電流／アースサイドコード） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【電圧・電流・周波数】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを最大の１００Ａレンジに設定しておきます。 

４ 

被校正器  

の設定 

主電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 計器部の電流出力切換スイッチ：ＴＥＳＴ 

② 計器部の電圧位相反転スイッチ：ＮＯＲＭ（通常） 

③ 計器部の電源電圧／出力電圧切換スイッチ：ＯＵＴＰＵＴ 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの電流レンジスイッチを校正点に適したレンジに合わせます。 

（電流レンジ：ＡＣ３０ｍＡ／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａ） 

被校正器から校正試験電流を出力します。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 電源部のＯＣＲ出力電流切換スイッチを校正点に適した抵抗レンジに合わせ

ます。 

② 計器部の電流計レンジ切換スイッチを校正点に適したレンジに合わせます。

③ 計器部のＲ相／Ｔ相切換スイッチを校正点に適した相に合わせます。 

④ ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで校正点に適した【電流表示画面】に合わせま

す。（３画面） 

⑤ 電源部のＳＴＡＲＴスイッチを押します。 

⑥ 電源部の電圧電流調整器でＤＭＣ－８Ｋの交流電流測定表示（ＬＣＤ表示器）

を校正点に合わせます。 

計器部の出力電流計を読取り、指示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 電源部のＳＴＯＰスイッチを押します。 

② 電源部の電圧電流調整器を０位置に戻します。 

③ 電源部の主電源スイッチＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。  
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■試験準備 
 ＤＭＣ－８Ｋ               被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 

 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＩＰ－Ｒ２０００電源部 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電圧電流調整器 ０位置 

⑮試験項目スイッチ 【電圧・電流・周波数】 主電源スイッチ ＯＦＦ 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 補助電源スイッチ ＯＦＦ 

⑲入力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ(３ヶ所) 電圧 ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ切換スイッチ ＯＦＦ 

⑳時間計測定種別ｽｲｯﾁ ＩＮＴＥＲＶＡＬ ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ電圧調整器 ０位置 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 ＯＣＲ出力電流切換スイッチ ２０Ω 

⑪抵抗測定ﾚﾝｼﾞｽｲｯﾁ ２ＭΩ ＧＣＲ／ＤＧＲ.Ａ出力電流切換スイッチ ０.５Ａ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ  

 ＩＰ－Ｒ２０００計器部 位 置 

     【電圧・電流・周波数画面】 試験項目切換スイッチ ＯＣＲ 

電圧位相反転スイッチ ＮＯＲＭ(通常)

Ｒ相／Ｔ相切換スイッチ Ｒ相 

 

 

 

1/3 

 ０．００V    ０．０A 

ж ―――――Hz  ―――――Hz

 

 

 電流出力切換スイッチ ＴＥＳＴ 

      【電圧・周波数画面】 接点構造切換スイッチ ＯＦＦ 

電圧計レンジ切換スイッチ １５０Ｖ 

電源電圧／出力電圧切換スイッチ ＯＵＴＰＵＴ 

 

 

 

2/3

   ０．００V  ―――――Hz

ж 

 

 

 電流計レンジ切換スイッチ ５０Ａ 

      【電流・周波数画面】 

 

 

 

3/3

    ０．０A  ―――――HZ 

ж   mA･A RANGE:ＤＯＷＮ 

 

 

 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＬＩＮＥ２ 白コード（Ｒ相） 電流コード  

⑥電流入力端子 ＥＡＲＴＨ アースサイドコード 

 
 
 
 

ＩＰ－Ｒ

ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ マルチリレーテスタ ＭＥＴＥＲ ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＵＮＩＴ 計器操作部

ＰＯＷＥＲ ＲＥＳＩＳＴＡＮＣＥ ＵＮＩＴ

電源抵抗部

ＩＰ－Ｒ形 マルチリレーテスタ ＴＹＰＥＩＰ－Ｒ ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ

ＤＭＣ－８Ｋ ＩＰ－Ｒ2000

接地コード 接地コード

ＡＣ１００Ｖ

電流コード

アースサイドコード

電流入力部

黒コード（Ｔ相）

白コード（Ｒ相）

ＡＣ１００Ｖ

～６Ａ：ＬＩＮＥ１
６Ａ～：ＬＩＮＥ２

 
図２ 出力電流計の校正（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 
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3.1.4 出力周波数の校正試験 

 
ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記の出力電圧周波数または出力電流周波数の校正が可能です。 

被校正器出力周波数    ４０.００～７０.００Ｈｚ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は ±０.０２Ｈｚ ｒｄｇ±２ｄｇｔ 

入力範囲は        交流電圧ＡＣ３～１２００Ｖ 

             交流電流ＡＣ３ｍＡ～１００Ａ 
 

手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：ＭＶＦ－１） 

２ 

接続 

被校正器の出力コードをＤＭＣ－８Ｋの入力部（電圧入力または電流入力）へ接

続します。 

図３出力電圧周波数の校正 次頁参照（例：電圧コード） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【電圧・電流・周波数】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを最大の１００Ａレンジに設定しておきます。 

４ 

被校正器  

の設定 

電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＭＶＦ－１の場合 

① 電圧レンジ切換スイッチ：１５０Ｖ 

② 基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで出力電圧を１００Ｖに合わせます。 

５ 

校正試験 

被校正器から校正試験周波数を出力します。 

 例：ＭＶＦ－１（基準周波数）の場合 

① 基準・試験周波数切換スイッチを基準側に合わせます。 

② ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで校正点に適した【周波数画面】に合わ

せます。 

③ ＯＵＴＰＵＴスイッチをＯＮします。 

④ ロータリー・エンコーダでＤＭＣ－８Ｋの周波数測定表示（ＬＣＤ表示器）

を校正点に合わせます。 

ＭＶＦ－１の出力電圧周波数を読取り、表示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＭＶＦ－１の場合 

① ＯＵＴＰＵＴスイッチをＯＦＦにします。 

② 基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミを０位置に戻します。 

③ 電源スイッチをＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 
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■試験準備 

ＤＭＣ－８Ｋ               被校正器（例：ＭＶＦ－１） 
 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＭＶＦ－１ 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑮試験項目スイッチ 【電圧・電流・周波数】 補助電源出力スイッチ ＯＦＦ 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ トリップ／接点確認切換スイッチ 接点確認 

⑲入力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ（３ヶ所） 電圧 接点／電圧切換スイッチ 接点 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ 基準・試験周波数切換スイッチ 基準 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 試験切換スイッチ 周波数 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 

 電圧レンジ切換スイッチ １５０Ｖ 

       【電圧・電流・周波数画面】 試験電圧三相一括調整ツマミ ＭＡＸ 

基準電圧三相一括調整ツマミ ＭＡＸ 

Ｕ－Ｖ間 試験・基準電圧調整ツマミ ０位置 

 

 

 

1/3 

 ０．００V    ０．０A 

ж ―――――Hz  ―――――Hz

 

 

 Ｖ－Ｗ間 試験・基準電圧調整ツマミ ０位置 

        【電圧・周波数画面】 Ｗ－Ｕ間 試験・基準電圧調整ツマミ ０位置 

 
 
 

2/3

   ０．００V  ―――――Hz

ж 

 
 
 

       【電流・周波数画面】 
 
 
 

3/3

    ０．０A  ―――――HZ 

ж   mA･A RANGE:ＤＯＷＮ 

 
 
 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＭＶＦ－１） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＬＩＮＥ 赤クリップ（Ｕ相） 

③電圧入力端子 ＥＡＲＴＨ 白クリップ（Ｖ相）

 

電圧コード 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ ＭＶＦ－１

接地コード

接地コード

ＡＣ１００Ｖ

電圧コード

電圧入力部

赤クリップ（Ｕ相）

ＡＣ１００Ｖ

白クリップ（Ｖ相）

黒クリップ（Ｗ相）

 
図３ 出力電圧周波数の校正（例：ＭＶＦ－１） 
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3.1.5 出力位相角・力率の校正試験  
 

ＮＯＴＥ： 

ＤＭＣ－８Ｋでは下記の出力位相角・力率(被校正器)の校正が可能です。 

被校正器出力位相角  ０.０～±１８０.０°／０.０～±３６０.０°（画面切換） 

力率         ０.００～１.００ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は  位相角は±０.４°ｒｄｇ±１ｄｇｔ 

             力率は位相角より演算表示 

入力範囲は         交流電圧ＡＣ３～１２００Ｖ 

              交流電流ＡＣ３ｍＡ～１００Ａ 

画面１／４での±１８０°表示では±１９０°を超えた場合に符号が反転します。 

例）－１９０．０°を超えると＋１６９．９°となります。 

  ＋１９０．０°を超えると－１６９．９°となります。 

符号の反転などが分かりにくい場合は、画面２／４の±３６０°で確認してください。 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：ＧＣＲ－mini） 

２ 

接続 

被校正器の出力コードをＤＭＣ－８Ｋの入力部（電圧入力または電流入力）へ接続

します。 

校正電流値がＡＣ３ｍＡ～６Ａ迄はＬＩＮＥ１～ＥＡＲＴＨ間へ接続します。 

校正電流値がＡＣ６Ａ～１００Ａ迄はＬＩＮＥ２～ＥＡＲＴＨ間へ接続します。 

図４出力位相角・力率の校正 次頁参照（例：総合端子コード） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【電圧・電流・位相・力率】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを最大の１００Ａレンジに設定しておきます。 

４ 

被校正器    

の設定 

電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① 設定スイッチを押します。（設定ランプ点灯） 

② 電圧設定調整ツマミで出力電圧を１００Ｖに合わせます。 

③ 電流設定調整ツマミで出力電流を１０００ｍＡに合わせます。 

④ 設定スイッチを押します。（設定ランプ消灯） 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの電流レンジスイッチを校正点に適した３Ａレンジに合わせます。 

（電流レンジ：ＡＣ３０ｍＡ／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａ） 

被校正器から校正試験位相角・力率を出力します。 

 例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで校正点に適した【電圧・電流・位相（±

３６０°）画面】に合わせます。(４画面) 

② スタート／ストップスイッチを押します。 

③ 位相設定調整ツマミでＤＭＣ－８Ｋの位相測定表示（ＬＣＤ表示器）を校正

点に合わせます。 

ＧＣＲ－ｍｉｎｉの位相表示を読取り、表示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① スタート／ストップスイッチを押します。 

② 電圧設定調整ツマミを０位置に戻します。 

③ 電流設定調整ツマミを０位置に戻します。 

④ 位相設定調整ツマミを中央位置に戻します。 

⑤ 電源スイッチをＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 
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■試験準備  

ＤＭＣ－８Ｋ               被校正器（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 
 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＧＣＲ－ｍｉｎｉ 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑮試験項目スイッチ 【電圧・電流・位相・力率】 電圧レンジ切換スイッチ ２５０Ｖ 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 電圧設定調整ツマミ ０位置 

⑲入力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ（３ヶ所） 電圧 電流レンジ切換スイッチ ２.５Ａ 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ 電流設定調整ツマミ ０位置 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 位相設定調整ツマミ 中央位置 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ 補助電源出力スイッチ ＯＦＦ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ 周波数切換スイッチ 電源同期 

  トリップ/接点確認切換ｽｲｯﾁ 接点確認 

  電圧/接点切換スイッチ 電圧 

  
【電圧・電流・位相（±１８０°）画面】  【電圧・電流・位相（±３６０°）画面】 

 
 
 

1/4 

 ０．００V    ０．０A 

ж    PHASE:  ―――――° 

 
 
 

 2/4 

 ０．００V    ０．０A 

ж    PHASE:  ―――――° 

 

【電圧・電流・力率画面】 【電流・周波数画面】 
 
 
 

3/4 

 ０．００V    ０．０A 

ж      PF:  ――――― 

 
 
 

 4/4 

    ０．０A  ―――――HZ 

ж   mA･A RANGE:ＤＯＷＮ 

 

 
ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＬＩＮＥ１ 白（ｌｔ）クリップ  

⑥電流入力端子 ＥＡＲＴＨ 青（ｋｔ）クリップ 

ＬＩＮＥ 赤（Ｖｏ）クリップ  

③電圧入力端子 ＥＡＲＴＨ 白（Ｅ）クリップ 

 

 

総合端子コード 

 

 

ＤＭＣ－８Ｋ ＧＣＲ－ｍｉｎｉＡＣ１００Ｖ

総合端子コード

電圧入力部

赤Ｖｏ

ＡＣ１００Ｖ

接地コード 接地コード

白Ｅ

白ｌｔ青ｋｔ

電流入力部

黄ＴＲＩＰ

赤Ｐ１

黒Ｐ２

～６Ａ：ＬＩＮＥ１
６Ａ～：ＬＩＮＥ２

 
図４ 出力位相角・力率の校正（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 
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3.1.6 標準時間発生器の校正試験 （慣性特性試験時間の校正） 
 

ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記の標準時間発生器（慣性特性試験時間）の校正が可能です。 

被校正器標準時間範囲    ７．０ｍｓ～９９９.９ｓ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ     接点／直流電圧入力 

             ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ±⊿ｔ  交流電圧／電流印加入力 

                               （⊿ｔ＝４ｍｓ） 

   ＤＭＣ－８Ｋの入力範囲は   交流電圧ＡＣ ８０～１２００Ｖ   印加 （状態変化） 

                交流電流ＡＣ ５０ｍA～１００.０Ａ 通電 （状態変化） 

                直流電圧ＤＣ ０～２５０Ｖ  印加／喪失 （状態変化） 

                 ａ／ｂ接点              （状態変化） 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：ＧＣＲ－mini）

２ 

接続 

被校正器のスタート信号をＤＭＣ－８Ｋの入力部（電圧入力または電流入力）に

接続します。 

図５標準時間発生器の校正 次頁参照（例：総合端子コード） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ 

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【時間計】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを最大の１００Ａレンジに設定しておきます。 

４ 

被校正器 

の設定 

電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① 慣性スイッチを押します。（慣性／設定ランプ点灯、スタート／ストップ

ランプ点滅） 

② 電流設定調整ツマミで出力電流を１０００ｍＡに設定します。 

③ 慣性スイッチを押してから設定スイッチを押します。（慣性／設定ランプ

消灯、スタート／ストップランプ消灯） 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの電流レンジスイッチを校正点に適した３Ａレンジに合わせます。

（電流レンジ：ＡＣ３０ｍＡ／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａ） 

被校正器からスタート信号を出力します。 

例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで校正点に適した【ｍｓまたはＨｚ画

面】に合わせます。（３画面） 

② ＤＭＣ－８Ｋの時間計ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁを押してＳＴＡＮＤＢＹ表示にします。 

③ 慣性スイッチを押します。（慣性／設定ランプ点灯） 

④ スタート／ストップスイッチを押します。（慣性特性試験出力） 

ＤＭＣ－８Ｋの時間計測表示（ＬＣＤ表示器）を読取り、校正値として記録しま

す。同様に次の校正試験を行います。（他の動作時間を測定する場合は、２０ペ

ージ 動作時間を測定する場合を参照してください） 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉの場合 

① 電流設定調整ツマミを０位置に戻します。 

② 電源スイッチをＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 
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■試験準備  
ＤＭＣ－８Ｋ             被校正器（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＧＣＲ－ｍｉｎｉ 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電源スイッチ ＯＦＦ 

⑮試験項目スイッチ 【時間計】 電圧レンジ切換スイッチ ＧＲ試験 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 電圧設定調整ツマミ ０位置 

⑲入力モードスイッチ(３ヶ所) 電流 電流レンジ切換スイッチ ２.５Ａ 

⑳時間計測定種別スイッチ ＯＮＥＳＨＯＴ 電流設定調整ツマミ ０位置 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 位相設定調整ツマミ 中央位置 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ 補助電源出力スイッチ ＯＦＦ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ 周波数切換スイッチ 電源同期 

 

          【ｍｓ画面】 

 
 
 

1/3 

    ０．０ms  ＥＮＤ 

ST:A   SP:-     MODE:ONESHOT 

 
 
 

          【Ｈｚ画面】 
 
 
 

2/3 

      ０Hz  ＥＮＤ 

ST:A   SP:-     MODE:ONESHOT 

 
 
 

          【電流画面】 
 
 
 

SET                             3/3 

    ０．０A  ――――― 

ST:A   SP:-     MODE:ONESHOT 

 
 
 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＬＩＮＥ１ 白（ｌｔ）クリップ 

⑥電流入力端子 ＥＡＲＴＨ 青（ｋｔ）クリップ

 

総合端子コード 

 
 

ＤＭＣ－８Ｋ ＧＣＲ－miniＡＣ１００Ｖ

総合端子コード

赤Ｖｏ

ＡＣ１００Ｖ

接地コード 接地コード

白Ｅ

白ｌｔ青ｋｔ

黄ＴＲＩＰ

赤Ｐ１

黒Ｐ２

電流
入力部

 
図５ 標準時間発生器（慣性特性試験時間）の校正（例：ＧＣＲ－ｍｉｎｉ） 
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3.1.7 抵抗器の校正試験 
 

ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記の被校正抵抗値の校正が可能です。 

被校正抵抗値        １ｋΩ～３ＭΩ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度   ±１.０％ｒｄｇ±２ｄｇｔ  ２／２０ｋΩレンジ 

              ±５.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ  ２００ｋΩ／２ＭΩレンジ 

ＤＭＣ－８Ｋの入力範囲は   １ｋΩ～３ＭΩ 
・ ２ＭΩレンジの画面表示は２０００ｋΩ表示となります。（２ＭΩ＝２０００ｋΩ） 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：被校正抵抗） 

２ 

接続 

被校正抵抗をＤＭＣ－８Ｋの抵抗測定部に接続します。 
図６抵抗器の校正 次頁参照（例：リード線） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【抵抗測定】に設定します。 

４ 

被校正抵抗 

の設定 

抵抗測定状態に設定します。 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの抵抗測定レンジスイッチを被校正抵抗に合わせます。 

ＤＭＣ－８Ｋの抵抗測定表示（ＬＣＤ表示器）を読取り、校正値として記録します。

同様に次の校正試験を行います。 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正抵抗に電源が有る場合はＯＦＦします。 
ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

試験手順 

７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 

 



4603-000ST004 

33 

■試験準備 
ＤＭＣ－８Ｋ               被校正器（例：被校正抵抗） 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 被校正抵抗 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 被校正抵抗 測定可能状態

⑮試験項目スイッチ 【抵抗測定】 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 

 

 

⑲入力モードスイッチ（３ヶ所） ａ接点 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ 
27標準時間出力モードスイッチ 電圧 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ 

 

 

          【抵抗画面】 

 
 
 

1/1 

ＯＶＥＲ 

ж     Ω RANGE:ＯＶＥＲ 

 
 
 

 
 
 
 
 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：被校正抵抗） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

赤ターミナル リード線  

⑩抵抗入力端子 黒ターミナル リード線 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＭＣ－８Ｋ

接地コード

ＡＣ１００Ｖ

抵抗測定部

被校正抵抗
ＡＣ１００Ｖ

リード線

 
 

図６ 抵抗器の校正（例：被校正抵抗） 
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3.1.8 カウンタの校正試験 
 

ＮＯＴＥ： 

・ ＤＭＣ－８Ｋでは下記のカウンタ（被校正器）の校正が可能です。 

被校正器測定範囲        ７.０ｍｓ～９９.９９ｓ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は  ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ     接点／直流電圧入力 

             ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ±⊿ｔ  交流電圧／電流印加入力 

                               （⊿ｔ＝４ｍｓ） 

   ＤＭＣ－８Ｋの入力範囲は  交流電圧ＡＣ ８０～１２００Ｖ   印加    （状態変化） 

               交流電流ＡＣ ５０ｍA～１００.０Ａ 通電    （状態変化） 

               直流電圧ＤＣ ０～２５０Ｖ     印加／喪失（状態変化） 

                ａ／ｂ接点                  （状態変化） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試験手順 手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：IP-R2000） 

２ 

接続 

被校正器のスタート信号をＤＭＣ－８Ｋの入力部（電圧入力または電流入力）に

接続します。 

図７カウンタの校正 次頁参照（例：電流ｺｰﾄﾞ／ｱｰｽｻｲﾄﾞｺｰﾄﾞ／ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ） 

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ 

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【標準時間発生】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを最大の１００Ａレンジに設定しておきます。 

４ 

被校正器 

の設定 

主電源スイッチをＯＮして、レンジなどを設定します。 

例：ＩＰ－Ｒ２０００でスタート信号を交流電流（ＡＣ１Ａ）とした場合 

① 計器部のカウンタ：校正点に適した単位（msec/sec/Hz）を合わせます。

② 計器部の電流計レンジ切換スイッチを２.５Ａレンジに合わせます。 

③ 計器部の電流出力切換スイッチをＳＥＴ側に合わせます。 

④ 電源部のＳＴＡＲＴスイッチを押します。 

⑤ 電源部の電圧電流調整器で出力電流計の１Ａに合わせます。 

⑥ 電源部のＳＴＯＰスイッチを押します。 

⑦ 計器部の電流出力切換スイッチをＴＥＳＴ側に合わせます。 

⑧ 計器部の接点構造切換スイッチをａ／ｂオート側に合わせます。 

 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの電流レンジスイッチを校正点に適した３Ａレンジに合わせます。

（電流レンジ：ＡＣ３０ｍＡ／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａ） 

被校正器からスタート信号を出力します。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００でスタート信号を交流電流（ＡＣ１Ａ）とした場合 

① ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで【標準時間設定画面】に合わせます。

② ＤＭＣ－８Ｋの標準時間設定スイッチ（ロータリーエンコーダ）で校正点

（標準時間）を設定します。 

③ ＤＭＣ－８Ｋの標準時間ｾｯﾄ/ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁを押してSTANDBY表示にします。 

④ 電源部のＳＴＡＲＴスイッチを押します。 

被校正器のカウンタを読取り、表示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。（他のカウンタ校正は２１ページ カウンタを

校正する場合を参照してください） 

 

注意
 

・ 弊社ＩＰ－Ｒ／ＧＣＲ／ＲＤＦシリーズのカウンタ校正時はストップ信号（トリップ）を接点

（ａまたはｂ）で行います。ストップ信号（トリップ）をＤＣ．ＶとするとＤＭＣ－８Ｋの出

力ＤＣ２４Ｖが被校正器の電圧検出レベルよりも低いのでカウンタが停止しません。 
弊社の有電圧検出レベルは ＩＰ－ＲシリーズがＤＣ２４Ｖ以上です。 

ＧＣＲシリーズが ＤＣ４０Ｖ以上です。 

ＲＤＦシリーズが ＤＣ２５Ｖ以上です。 
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試験手順 手 順 操 作 

 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＩＰ－Ｒ２０００の場合 

① 電源部のＳＴＯＰスイッチを押します。 

② 電源部の電圧電流調整器を０位置に戻します。 

③ 電源部の主電源スイッチをＯＦＦします。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

 ７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 

 
■試験準備  

ＤＭＣ－８Ｋ             被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＩＰ－Ｒ２０００電源部 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 電圧電流調整器 ０位置 

⑮試験項目スイッチ 【標準時間発生】 主電源スイッチ ＯＦＦ 

⑱電流レンジスイッチ １００Ａ 補助電源スイッチ ＯＦＦ 

⑲入力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ（３ヶ所） 電流 ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ切換スイッチ ＯＦＦ 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ ＯＶＲ／ＵＶＲ／ＤＧＲ電圧調整器 ０位置 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ａ接点 ＯＣＲ出力電流切換スイッチ ２０Ω 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ ＧＣＲ／ＤＧＲ．Ａ出力電流切換スイッチ ０.５Ａ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮー ﾄﾊ゙  ー   

 ＩＰ－Ｒ２０００計器部 位 置 

     【標準時間設定画面】 試験項目切換スイッチ ＯＣＲ 

電圧位相反転スイッチ ＮＯＲＭ（通常）

Ｒ相／Ｔ相切換スイッチ Ｒ相 

 

 

 

1/2 

１００．０ms  SET UP 

ST:A              SP:TRI･a 

 

 

 電流出力切換スイッチ ＳＥＴ 

       【電流画面】 接点構造切換スイッチ ＯＦＦ 

電圧計レンジ切換スイッチ １５０Ｖ 

電源電圧／出力電圧切換スイッチ ＯＵＴＰＵＴ

 

 

 

SET                               2/2 

１００．０ms    ０．０A 

ST:A           SP: TRI･a 

 

 

 電流計レンジ切換スイッチ ２.５Ａ 

 
ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＥＡＲＴＨ アースサイドコード  

⑥電流入力 ＬＩＮＥ１ ～６Ａ 白コード（Ｒ） 電流コード 

黄ターミナル 白コード（Ｒ）  

①標準時間トリップ端子 白ターミナル 赤コード 

 

トリップコード 

 

ＩＰ－Ｒ

ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ マルチリレーテスタ ＭＥＴＥＲ ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＵＮＩＴ 計器操作部

ＰＯＷＥＲＲＥＳＩＳＴＡＮＣＥ ＵＮＩＴ

電源抵抗部

ＩＰ－Ｒ形マルチリレーテスタ ＴＹＰＥＩＰ－Ｒ ＭＵＬＴＩ ＲＥＬＡＹ ＴＥＳＴＥＲ

ＤＭＣ－８Ｋ ＩＰ－Ｒ２０００

接地コード

接地コード

ＡＣ１００Ｖ

電流コード

アースサイドコード電流入力部

黒コード（Ｔ相）

白コード（Ｒ相）

ＡＣ１００Ｖ

～６Ａ：ＬＩＮＥ１
６Ａ～：ＬＩＮＥ２

トリップコード黒コード（Ｔ相）

白コード（Ｒ相）

赤コード

 
図７ カウンタの校正（例：ＩＰ－Ｒ２０００） 
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3.1.9 カウンタ（ＥＬＢ・ＧＲリレーテスタ）の校正試験  
 

ＮＯＴＥ： 

ＤＭＣ－８Ｋでは下記のカウンタ（被校正器）の校正が可能です。 

被校正器測定範囲 ７．０ｍｓ～９９９.９ｓ 

ＤＭＣ－８Ｋの表示確度は ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ     接点／直流電圧入力 

            ±１.０％ｒｄｇ±５ｄｇｔ±⊿ｔ  交流電圧／電流印加入力 

                               （⊿ｔ＝４ｍｓ） 

   ＤＭＣ－８Ｋの入力範囲は  交流電圧ＡＣ ８０～１２００Ｖ   印加    （状態変化） 

               交流電流ＡＣ ５０ｍA～１００.０Ａ 通電    （状態変化） 

               直流電圧ＤＣ ０～２５０Ｖ     印加／喪失（状態変化） 

          ａ／ｂ接点                  （状態変化） 

 

 
手 順 操 作 

１ 

試験準備 

次頁の試験準備を参照してＤＭＣ－８Ｋの試験準備を行います。 

被校正器は取扱説明書を参照し安全サイドに設定します。（例：ＬＢ－６ＥＬＢ）

２ 

接続 

被校正器のスタート信号をＤＭＣ－８Ｋの入力部に接続します。 

図８カウンタ（ＥＬＢ・ＧＲリレーテスタ）の校正 次頁参照（例：ＥＬＢ試験ｺｰﾄﾞ）

３ 

ＤＭＣ－８Ｋ

の設定 

① 電源スイッチをＯＮしてＤＭＣ－８Ｋを駆動します。 

② 試験項目スイッチを【標準時間発生】に設定します。 

③ 電流レンジスイッチを０．３Ａレンジに設定します。 

４ 

被校正器 

の設定 

電源コードのコンセントを差し込んで、レンジなどを設定します。 

例：ＬＢ－６ＥＬＢでスタート信号を交流電流（ＡＣ１００ｍＡ）とした場合 

① 入力電圧／出力電流切換レンジを１２０ｍＡに合わせます。 

② 試験／設定切換スイッチを設定側に合わせます。 

③ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチを押します。 

④ 電流調整器で出力電流を１００ｍＡに合わせます。 

⑤ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチを押します。 

⑥ 試験／設定切換スイッチを試験側に合わせます。 

５ 

校正試験 

ＤＭＣ－８Ｋの電流レンジスイッチを校正点に適した０．３Ａレンジに合わせます。

（電流レンジ：ＡＣ３０ｍＡ／０．３／３／６／３０／６０／１００Ａ） 

被校正器からスタート信号を出力します。 

 例：ＬＢ－６ＥＬＢでスタート信号を交流電流（ＡＣ１００ｍＡ）とした場合 

① ＤＭＣ－８Ｋの表示切換スイッチで【標準時間設定画面】に合わせます。 

② ＤＭＣ－８Ｋの設定スイッチで校正点（標準時間）を設定します。 

③ ＤＭＣ－８Ｋの標準時間ｾｯﾄ/ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁを押してSTANDBY表示にします。 

④ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチを押します。 

被校正器のカウンタを読取り、表示値として記録します。 

同様に次の校正試験を行います。（他のカウンタ校正は２１ページ カウンタを校

正する場合を参照してください） 

試験手順 

６ 

電源ＯＦＦ 

被校正器の電源をＯＦＦします。 

 例：ＬＢ－６ＥＬＢの場合 

① 電流調整器を０位置に戻します。 

② 電源コードのコンセントを抜きます。 

ＤＭＣ－８Ｋの電源スイッチをＯＦＦします。 

 

警告
 

・ ＤＭＣ－８Ｋのトリップ部の接点容量は０．１Ａです。ＬＢ－６の出力電流は５０ｍＡ～  

１００ｍＡの間で校正試験を行います。 

ＮＯＴＥ： 
・ ＬＢ－６のＥＬＢ試験では出力電流が遮断された時点でカウンタがストップします。この動

作をＤＭＣ－８Ｋではトリップ端子を経由することで再現しています。 
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試験手順 手 順 操 作 

 ７ 

接続の外し 

ＤＭＣ－８Ｋと被校正器の電源ＯＦＦを確認後に接続を外します。 

 
■試験準備  

ＤＭＣ－８Ｋ                被校正器（例：ＬＢ－６ＥＬＢ） 

ＤＭＣ－８Ｋ 位 置 ＬＢ－６ＥＬＢ 位 置 

⑬電源スイッチ ＯＦＦ 補助電源スイッチ ＯＦＦ 

⑮試験項目スイッチ 【標準時間発生】 入力電圧／出力電流切換レンジ 入力電圧 

⑱電流レンジスイッチ ０．３Ａ ＥＬＢ／ＧＲ(LGA)切換スイッチ ＥＬＢ 

⑲入力モードスイッチ（３ヶ所） 電流 ＥＬＢ活線／単体スイッチ ＥＬＢ単体 

⑳時間計測定種別スイッチ ＩＮＴＥＲＶＡＬ ＥＬＢ電圧切換スイッチ １００Ｖ 
27標準時間出力ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ ｂ接点 試験／設定切換スイッチ 設定 

⑪抵抗測定レンジスイッチ ２ＭΩ 

④電流出力端子 電流出力端子ｼｮｰﾄﾊﾞｰ 

 

        【標準時間設定画面】 

 

 

 

1/2 

１００．０ms  SET UP 

ST:A              SP:TRI･ｂ 

 

 

 

          【電流画面】 

 

 

 

SET                               2/2

１００．０ms    ０．０A 

ST:A           SP: TRI･ｂ 

 

 

 

 

ＤＭＣ－８Ｋ      被校正器（例：ＬＢ－６ＥＬＢ） 

⑧電源コネクタ 電源コード － － － 

⑨接地端子 接地コード － － － 

ＥＡＲＴＨ：ﾄﾘｯﾌﾟ端子へ － － －  

⑥電流入力 ＬＩＮＥ１ ～６Ａ 青クリップ 

黄ターミナル：EARTH 端子へ － － －  

①標準時間トリップ端子 白ターミナル 白クリップ 

 

ＥＬＢ試験コード 

注意
 

・ 電流入力のＥＡＲＴＨ端子と標準時間トリップ端子の黄ターミナルを付属の接続コードでショートします 
 

ＤＭＣ－８Ｋ ＬＢ－６ＡＣ１００Ｖ

接地コード

白クリップ

E

電源入力
AC

1OOV

OF
F

極性確認
点灯ＯＫ

G
RLG
A

ELB活線

ELB単体

400
V

200
V
100
V

電圧(入出力)/
電流(出力)

接点

電圧

ﾄﾘｯﾌﾟ

接点確認

ｍＡー
Ｖ

試験

設定

外部電流計

入力電圧

60m
A

120m
A

600m
A

1200m
A

入力電圧/出力電流切換ﾚﾝｼﾞ ０ 電流調整

START/
STOP

MUSASHI 2210/LB-6

ﾄﾘｯﾌﾟ/
補助電源

EL
B

補助電源
スイッチ

青クリップ

ＥＬＢ試験コード赤クリップ

ショート

 
 

図 8 カウンタ（ＥＬＢ・ＧＲリレーテスタ）の校正（例：ＬＢ－６ＥＬＢ） 
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保 守 
 

点 検 
 

付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 
構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか

調べます。 
 本体表示器を点検し、ひび割れ、破損（液晶の液漏れ）が無いか調べます。 
 試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 

特に被校正器のクランプセンサは精密加工品ですので、噛み合わせ部分にひねり、

衝撃などの力を加えると噛み合わせ不良となり、使用できなくなります。 
ご使用の前後には、クランプセンサの噛み合わせに不具合のないことを確認してく

ださい。 
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カスタマサービス 
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カスタマサービス 
 

校正試験 
 

校正データ試験の 
ご依頼 
 

ＤＭＣ－８Ｋの試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発行い

たします。お買いあげの際にお申し出ください。アフターサービスに於ける校正

データ試験のご依頼は、ＤＭＣ－８Ｋをお客様が校正試験にお出ししていただい

た時の状態で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正

証明書、トレーサビリティをお客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせ

て有償で発行いたします。 
 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証明

書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるようにご手配願

います。 
 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検と

して校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせていただ

きご了承をいただいてから修理いたします。 
 ＤＭＣ－８Ｋの校正に関する試験は、ＤＭＣ－８Ｋをお買い求めの際にご購入さ

れた付属コード類も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、

付属コード類をＤＭＣ－８Ｋにつけてご依頼ください。 
校正試験データ 
（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発行

致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時に

お申し付けください。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成績書のご要

望には、応じかねますのでご了承ください。 
 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シ

ールが貼られています。 
(製品お買い上げ時に校正書類をご依頼された場合は、シールは貼られません。) 
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製品保証とアフターサービス 
 

保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理

は除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故障

を生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミス（定格以

外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環境の劣

悪など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この保証期間

は日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場合は、保証期間が無効

となります。また、当社が納入しました機器のうち、当社以外の製造業者が製造

した機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の責任条件による

ものといたします。 
保証期間後のサービ

ス(修理・校正) 
有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質でご

使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサービス（修

理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に製品名、製品

コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼ください。修理ご依頼先が不

明の時は、当社各営業所にお問い合わせください。 
一般修理のご依頼 
 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際にご

依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチェック

し、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。 
（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に記

載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、不具合が

あれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化している部品に関し

て交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合試験をご

希望されるときは、「総合試験」をご指定ください。校正点検とは、異なります

ので注意してください。 
（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月保

証させていただきます。 
修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間と

なります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の都合

により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご了承くださ

い。 
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